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名誉会長あいさつ 

 

浦安市国際交流協会創立25周年を祝して 

 

浦安市長 松崎 秀樹 

 

 

 

 浦安市国際交流協会創立25周年記念にあたり、一言お祝いのご挨拶を申し上げます。 

 浦安市国際交流協会におかれましては、日頃より本市の国際交流・国際協力事業の推進に

ご支援、ご協力を賜り、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

 設立から四半世紀という永きにわたり活発に会を運営されて来られたことは、初代浜野会

長をはじめ歴代の会長や会員の皆様のご尽力の賜であり、ここに敬意と感謝を表す次第です。 

 設立当初から「いま、世界はお隣どうし」を合言葉に国際交流の推進に中心的な役割を担

っていただいており、外国人のための日本語学習支援教室、市民に外国語を学ぶ機会を提供

する外国語講座、留学生や外国の方を対象とした日本文化紹介、世界の国や地域の文化紹介、

アメリカ合衆国フロリダ州オーランド市との姉妹都市交流、その他通訳・翻訳ボランティア

やホームステイ・ビジット活動など、市民の視点から草の根活動を多岐にわたり展開し、本

市の国際化に貢献し続けていただいております。 

 特に、平成元年の姉妹都市提携に際しましては、候補地の選定にご尽力いただき、姉妹都

市交流の基礎を築いていただきました。 

 また、平成3年には、地域に根差した草の根国際交流が認められ、特殊法人国際交流基金

(当時)より、「地域交流振興賞」を受賞されました。 

 さらに、平成23年３月に発生した地震を教訓に、外国人の方への災害時支援においても、

浦安市国際交流協会の協力が不可欠であると考えております。 

 これまで以上に魅力ある「国際都市浦安」を築くため、会員の皆様の英知を結集し、多文

化共生のまちづくりの推進の一端を担っていただけることを期待するとともに、浦安市国際

交流協会のますますのご発展と会員の皆様のご活躍を心からご祈念申し上げまして、お祝い

の言葉とさせていただきます。 
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会長あいさつ 

 

敢えて祝わせて頂きました  

 

会長：徳田 八郎衛 

 

 

 

 今年度は復興元年です。予算も行事も控え目ですがメリハリの「張り」も必要です。「減

り」だけでは全員が意気消沈しますからと説明し、敢えて創立25周年記念行事の開催を総

会に諮り、ご承認いただきました。お祭りで浮かれるのではなく、５年ごとの節目の年ぐら

いは、なぜ協会が創立されたのか、どのような経緯で、何を目的に、何を目標として創立さ

れたのか考えてみませんか、という問いかけがご理解いただいたのです。似た例として、フ

ランスでは９月第３週の週末が「文化遺産の日、Journéeｓ du Patrimoine」に指定され、

歴史的建造物が無料で開放されます。それらを通してフランスの栄光を振り返ると共に、貴

重な遺産を後世に継承していく責任を認識するのだと聞きました。我々にとっても今の活動

が後世へ継承するのに値するものか、何となく惰性で継続しているのかを再考する機会でも

あります。逆に、活動の発端を知り、忘れられていた意義を教えられることもあるでしょう。 

 

当協会の活動メンバーは、ほぼ数年で交代しています。それは組織活性化のためにもいい

ことなのですが、創立以来の活動が変化したり消滅したり、あるいは新たな活動が登場した

りする理由や経緯を伝える語り部が減っていきます。25 年経つと、ほぼ居なくなるといえ

ましょう。そこで11月の創立記念式典では永年会員50名に感謝状を贈呈し、新しい会員と

の交流を図りました。 

 

同様の理由で、節目の年には活動の記録を編集・刊行しておく必要があります。５年前に

も「20年間の歩み」を編集しましたが、続く５年間に焦点を当て、さらに漏れていた25年

間の資料を補足した「25 年間の歩み」をここに刊行致します。東日本が未曾有の災害に直

面した最終年を物語るものとして、言語学習部会日本語学習支援グループが編纂した「東日

本大震災日本語教室学習者の記録」も収録しています。この外国人支援問題は、創立期には

大きな注目を浴びていませんでしたが、四半世紀後の今では重みが違います。 

記念式典に続いて実施した、北脇 保之元浜松市長の「多文化共生の再考―人口減少する

日本と外国人受け入れをめぐる課題―」と題する講演会においても、近隣の国際交流協会や

研究機関から多数の参加をいただき、この問題への関心の高さを示しました。少子高齢化が

急に止められない社会現象である以上、これは25年後も続く問題でしょう。25年後も、UIFA

があって良かったと地域で認識されるようなUIFAであり続けるよう願っています。 
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永年会員代表あいさつ 

 

永年会員として、またUFRA会員として 

 

浦安在住外国人会会長：平山 クリスティーナ 

 

 

浦安市国際交流協会設立25 周年おめでとうございます！私は、当協会設立当時から会員

であるとともに、浦安在住外国人会の会員としても25年が経過しました。 

 UFRA創立当時(1986年９月)から役員の１人として、UIFA創立までの準備委員会に参加し

ました。また、当協会の在住外国人交流委員会のメンバーの一員となって、お互いの会の活

動のコーディネートや、合同イベントを計画してきました。 

 

 会員の皆さんは、最初のUIFA／UFRAの合同研修旅行を覚えていますか？1988年の春、銚

子の「地球が丸く見える丘公園」に立ち寄り、黒い温泉の宿泊施設に泊まりました。この研

修を皮切りに、毎年UIFA／UFRA の合同研修を企画し、両会の相互交流を図ってきました。

特に印象に残っているのは、日光への研修の際に訪れた益子と箱根の彫刻の森美術館です。 

このような交流を通し、両会が互いに支援し続けていくことは、浦安市の国際交流を考え

る上でも重要であると考えています。この他にも、故浜野久雄初代会長のご自宅に初めて訪

れた時は、その素敵なご自宅やお庭にとても感激したことが今でも心に残っています。 

 

四半世紀UIFA の会員として、これまで浦安の多くの方々とお会いし、多くの経験をする

ことができました。このことは私にとってとても貴重な財産となりました。このような交流

ができたことに、この場を借りてお礼申し上げます。また、浦安在住外国人会の代表として、

４年間理事としてUIFAの運営に携わることができ、大変光栄に思います。 

25 年という長い時間、継続して会を続けてきたことに改めてお祝いを言いたいと思いま

す。在住外国人が今後も増加傾向にある中で、私たち国際交流団体に求められる役割は 

今まで以上に重要になってくると思います。このような時代の中で、これまで以上に UIFA

が発展していくことを期待しています。お互いにこれまで同様、交流を図り頑張っていきま

しょう！ 
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浦安市国際交流協会の歩み（1987～2012年） 
１９８７年（昭和６２年） 

２月 浦安市国際交流協会設立総会開催 

７月 第１回総会開催、これより総務、広報、文化研究、在住

外国人交流、帰国子女、都市交流、ホームステイ・ビジ

ット、語学研修、講演・シンポジウム各委員会（９月より

学生生委員会）活動開始 

11 月JICA 研修生初のホームビジット 

12 月外務省招聘日本語研修生初のホームステイ 

若年会員・壮年会員・留学生の交流を図るた

め、富士登山やテニス大会が催された 

１９８８年（昭和６３年） 

７月 市の委託を受け姉妹都市候補米国フロリダ州オーランド市へ UIFA

公式調査団派遣 

１９８９年（平成元年） 

４月 オーランド市長が浦安を公式訪問 

10 月 オーランド市にて姉妹都市

提携調印式（熊川市長・フ

レデリック市長）、 

    市長公邸で懇談（オーラン

ド新旧両市長・熊川市長） 
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１９９０年（平成２年） 

1 月 浦安市にて姉妹都市提携調印・UIFA の歓迎会（浜野会長・フッド市長代行） 

 

６～７月 オーランド市Dr.フィリップス高校生７名 

の１か月ホームステイを受入れ（以後継） 

12 月 浦安市中高校生１５名を市がオーランド 

派遣（以後継続） 

本年のシニアスポーツ交流を皮切りに教師交流、障害者

交流、文化交流、スポーツ交流開始 

 

 

１９９１年（平成３年） 

３月 平成２年度国際交流基金地域交流振興賞受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 東京ベイシティ浦安ハーフにオーランドランナー３名を市が 

派遣（以後継続） 

10 月 創立５周年記念「国際交流フェスティバル」開催、 

第１部 子ども国際会議 

第２部歌の世界めぐり 

５周年記念誌「UIFA５年間の歩み」発行 

11 月 市の委託を受け UIFA が第1 回友好の翼４２名をオーランド派遣 

（以後継続） 

12 月 オーランド・シトラスハーフに市民ランナー４名を市派遣（以後継続） 
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１９９２年（平成４年） 

４月 AIPPI（国際知的財産保護協会）大会同伴者プログラム・日本文化体験を企画運営 （800 名） 

５月 浦安市内の留学生との交流会開始(250 名、浦安ライオンズと共催) 

12 月 UIFA シンボルマーク決定 

 

１９９３年（平成５年） 

３月 アセアン青年招聘事業開始 

  （藤岡副会長の挨拶） 
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１９９４年（平成６年） 

４月 姉妹都市提携５周年

記念にオーランド市

へ日本語補助教師

派遣（’94,’95,’97） 

 

 

１９９５年（平成７年） 

２月 姉妹都市提携５周年記念に会長等６名をオーランド

派遣 

５月 在住外国人交流委員会で日本語指導ボランティア活

動開始  

 

 

 

 

１９９６年（平成８年） 

10 月 UIFA 創立10 周年記念「浦安国際交流の集い」開催  

 

１９９７年（平成９年） 

５月 10 周年記念「UIFA―10 年間の歩み―」発行 

 

１９９８年（平成１０年） 

１月 第１回浦安市国際交流フェスティバルに参加 （以後継続） 

 

１９９９年（平成１１年） 

11月 浦安市で姉妹都市提携10周年記念イベント開催、オーランドから市長代理等 130名、ユースアンバサダ

ー３名招聘 
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２０００年（平成１２年） 

２月 オーランド市にて姉妹都市提携10 周年記念行事実施、 

第９回友好の翼100 名を含む 193 名が訪問、 

前夜祭でのフッド市長・松崎市長  

                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００１年（平成１３年） 

２月 第１０回友好の翼派遣（４３名） 

12 月UIFA 創立15 周年記念「アセアンフェアー」  

 

２００２年（平成１４年） 

２月 9.11 事件により友好の翼中止 

３月 浦安市国際化指針に基き事務局を UIFA 自ら運営し

独立 

５月 総会で規約改正、専門委員会を廃止し４部会（言語

学習、文化交流、姉妹都市交流、総務・研修各部会）

に統合    
１１月 第９回アセアン青年招聘（最終回・５カ国） 

 
２００３年（平成１５年） 

２月 第１１回友好の翼派遣（４１名）  

４月 新組織の UIFA 活動開始 

 

 

 

 

２００４年（平成１６年）          

２月 第１２回友好の翼派遣（３０名） 

９月 市の協力で JICA 青年招聘（地方行政研修、 

マレイシア２２名）、３年継続 

１０月 姉妹都市提携１５周年記念事業開始 

① 記念フェスティバル（市・オーランド観光局と共催、１０月） 
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② 記念エッセイコンテスト「姉妹都市交流で知った異文化交流と理解の大切さ」（浦安１０月・オーランド２月に表彰） 

③ Dr. フィリップス高校生２名     

を明海大学日本語教育国際 

フォラムに招聘（ノースウェス 

ト航空協力、１１月） 

④ オレンジ郡中央図書館へ和書・ 

日本紹介の洋書２００冊寄贈（２月） 

 

 

 

 
 

 

 

⑤ １５周年記念・第１３回 

友好の翼派遣（２月、３９名） 
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２００５年（平成１７年） 

５月 副会長等３名をオーランド「世界遺産イベント」調査、交流希望団体調査、友好の翼派遣時期調整等に派遣    

５月 JICA 青年招聘（フィリピン２３名） 

１０月 特別公開講座「ドイツの戦後６０年」 ジャーナリスト、 

ゲプハルト・ヒールシャー氏 

 

 

 

 

 

 

 

２００６年（平成１８年）     

２月 第１４回友好の翼派遣 （２

４名） 

５月 総会・記念講演会「世界史

を変える日本の漫画―文化

交流の新しいトレンドー」外務

省広報文化交流部長、岡田

昌樹氏 
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５月 浦安市市制施行25周年記念市民

ふれあい２５・２５フェスティバルに

参加   

 

７月 恒例の明海大学留学生交流 

「七夕の会」（毎年実施） 

７月 JICA 青年招聘「バングラデシュ１５

名地方行政研修」を実施（最終回）、

UIFA から研修修了証書授与 

 

 

 

 

１０月 特別公開講座「現代ベトナムの等身大を語る」東京財団研究員、森絵里咲氏 

１１月 9/11 事件で中断していた Dr. フィ

リップス高校生３０名の訪日修学旅行復活、

初めて待望の京都も訪問（以後、隔年継

続）  
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12 月 ＵＩＦＡ創立20 周年記念に元NHK 

報道局長、磯村尚徳氏講演 

 

２００７年（平成１９年） 

２月 英国でのテロ未遂事件により友好の翼派遣中止 

２月 特別公開講座「ウズベキスタン共和国―言語と民族

のアイデンティティ」東京大学留学生バフロノバ・ムニ

サ氏 

３月 創立２０周年記念「異文化交流への誘い：オペラと狂

言のコラボ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 同記念「UIFA２０年間の歩み」発行 

３月 同記念シンポ「在住外国人は 

何を求めているか」首都大学東京 

本田博氏ほか 

３月 外務省計画の「２１世紀東アジア青少

年 

 大交流構想」受入れに応募 

 

５月 総会・記念講演会：谷伸内閣参事  

官「科学の力で領土を広げるー資源 

大国への道ー」                                      

５月 親善人形の会が姉妹都市 

交流部会の下部組織に 
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７月 外務省「東アジア青少年大交流計画」に協力、中国看護学生33 名ホームステイ受入れ 

 
７月  明海大学留学生交流事業「七夕の会」 開催 

10 月 特別公開講座「日台観光事情」台湾観光協会、江明清氏 

10 月 恒例の浦安市民祭に参加 

11 月 市民活動フェスティバルに初参加 

11 月 外務省招聘南西アジア高校生 ブータン、モルディブ、パキスタン、スリランカ（各国 5 名、写真左から）合

計20 名ホームステイ受入れ 

１２月 恒例の UIFA 年末交流会、「ラニー・ハワイアンズ」のバ  

ンド 生演奏 

 

2008 年（平成１６年） 

１月 明海大学留学生に恒例の 「お正 月遊びと着付け」 

１月 恒例の浦安市国際交流・協力フェスティバルに参加  

（災害 時の在住外国人情報伝達支援を展示） 
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２月 第１５回友好の翼派遣（２４名）  

２月 恒例の「在住外国人は何を求めているか」シンポジウム『災害時の在住外国人へ対応』柏崎地域国際化協

会・清水由美子事務局長ほか（財）自治体国際化協会から助成 

 

 

 

３月 外務省招聘のチュニジア行政学院学生 

10 名ホームステイ受入れ 

３月 第21 回「語研フェスティバル」開催 

 

 

 

 

５月 総会：ホームステイ･ビジット委員会発足 

   記念講演会：（特）ユーラシア21研究所理事長、吹浦忠正氏「国旗で読む世界地図ー国際交流は国旗からー」  

６月 外国文化研修講演会「モロッコ王国の一般事情」モロッコ大使館サイド・アイトタレブーアリ経済参事官  
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６月 東アジア青少年大交流計画に基づく中国吉林省高校生20 名ホームステイ受入れ 

 

７月 明海大学留学生に恒例の「七夕の会」 

７月 日独スポーツ少年同時交流計画に基づくドイツスポーツ少年団（柔道）10 名のホームステイ受入れと歓迎

会・歓送会実施  

 

１１月 恒例の市国際交流・協力フェスティバル参加 

１１月 隔年の Dr. フィリプス 高校生３０名訪日修学 

旅行（ユージン・トロチンスキー校長の初参加） 

１２月 恒例の日本語教室交流会開催 
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1２月 南アジア青少年交流計画に基くネパール高校生10 名ホームステイ受入れ 

１２月 恒例の UIFA 年末交流会、マリンバとドラムのバンド生演奏 

2009 年 

1 月 明海大学留学生に恒例の「お正月遊びと着付け」 

1 月 恒例の「在住外国人は何を求めているか」シンポジウム『日本語学習

と漢字―日本で生き抜くために』国立国語研究所・野山広氏ほか、

（財）自治体国際化協会の助成  

２月 国際交流こどもフェスティバル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 第１６回友好の翼派遣（２４名） 

５月 総会・記念講演会：元在ウズベキスタ

ン大使、河

東哲夫氏

「日本の行

き方ー史上

初めて二つ

の大国に挟

まれてー」  
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５月 明海大学留学生のホームビジット受入れ 

７月 明海大学留学生に恒例の「七夕の会」 

７月 文化庁委託事業「うらやす日本語指導能力向上講座」開講～翌２月迄、２０回・６０時間 

８月 姉妹都市提携２０周年記念：交流に携わってきた友好の翼参加者、青少年派遣生､ランナーズ、少年野球、

空手、親善人形等関係者120 名の参加でイベント「オーランド大好き」 

９月 外国文化研修講演会「ウクライナってどんな国？」 

ミコラ・クリニチ駐日ウクライナ大使 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 恒例の日本語教室交流会開催 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 ＪＩＣＡ招聘カンボジア青年（法制度整備研修）27 名の 
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ホームビジット受入れ 

１１月 姉妹都市提携２０周年記念：イベント「友好のかけはし２０ 

 ０９」 を市と共催 

１２月 恒例の UIFA 年末交流会「ゴールドウィングス」によるジャズオーケストラ 

２０１０年（平成１８年）  

１月 姉妹都市提携２０周年記念シンポジウム「オーランドの魅力」、フロリダ州

経済開発局日本代表・サム田淵氏ほか 

１月 恒例の市国際交流・協力フェスティバルに参加 

２月 第１７回友好の翼派遣（２７名） 、吹雪で難渋し 

たが何とかオーランドで恒例の「ジャパンナイト」実施 

 

 

５月 総会・翻訳

通訳ボランティア

委員会発足、記

念講演会：JTB 常

務 清水慎一氏

「観光を活 かした

街づくりー姉妹都

市交流を活性化

するためにー」、 
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６月～７月 浦安青年会議所と協同で Friendly Neighbourhood（在住外

国人との触合い） 

６月 アフガニスタン高校生10 名のホームステイ受入れ実施 

 

 

 

 

 

 

７月 明海大学留学生ホームビジット受入れ実施 

７月 明海大学留学生に恒例の「七夕の会」          

７月 外国文化研修講演会「クロアチア共和国紹介」 駐日クロアチア 

 大使館、イリス・リュービチ ッチ２等書記官 

11 月 Dr.フィリプス高校生３０名訪日修学旅行・京都奈良で一泊 

 

 

 

１２月 ブータン高校生10 名のホームステイ受入れ実施 
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2011 年（平成２３年） 

１月 年末交流会を改め

新春交流会として

実施 

 

 

 

1 月 明海大学留学生 

  に恒例の「お正月 

  遊びと着付けの会」 

1 月 恒例の「在住外国人は何を求めているか」シンポジウム『日本 

 語教室のゆくえ』文化審議会会長、西原鈴子氏ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 第18 回友好の翼派遣（16 名） 

７月 明海大学留学生交流事業「七夕の会」 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 ＪＣ共催事業「元町ウォーキング」 
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10 月 外国文化研修講演会「ブータン 

    王国」、榎本 泰邦日本ブータン 

  協会会長・徳田ひとみブータ 

ン王国名誉総領事  

10 月 インドネシアデー開催 

 

 

 

 

 

 

10 月 ＪＣ共催事業「親水ハロウイン」 

 

 

 

 

 

11 月 モルディブ高校生ホーム

ステイ受入れ              

 

 

 

 

11 月 UIFA 創立25 周年記念

行事（式典・講演会・UIFA

まつり）   

     松崎市長祝辞 
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永年会員へ感謝状・北脇保之元浜松市長講演   

 

キッズダﾝス・サンバ・フラダンス・国際バザール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 恒例の日本語教室交流会 
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2012 年（平成２４年）  

１月 新春交流会実施 

 

1 月 明海大学留学生に恒例の「お正月遊びと着付け 

 の会」 

２月 ９月に引き続き江戸川区南葛西第３小学校より 

 国際理解教育講師の派遣依頼を受け、スダカラン 

 会員がインドの生活・文化を説明 

 

３月 恒例の UFRA との共催・日帰り研修は、勝浦市 

 の「２０１２かつうらビッグひな祭」を見学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 浦安市役所主催の日比谷公園―新浦安駅前18km 

「徒歩帰宅訓練」に参加 
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付録１：東日本大震災における 

浦安市国際交流協会日本語支援教室学習者の記録 
 
はじめに 
  2011 年 3 月 11 日に発した大地震、液状化現象、原発事故は浦安市民にとって未曾有の

経験だった。家が傾き、マンホールが地上に飛び出し、塀や電信柱が倒れ、道路は各所に段

差ができ、吹き上げられた汚泥が乾いてセメント粉のごとく飛散し、水道、下水、ガス、電

気の使用が大きく制限された。UIFA 日本語教室も 3 月 11 日午後から閉鎖された。4 月に再

開した時の出席学習者数は 37 名で震災前の半分の数字だった。その後ライフラインも復旧

し市民の生活もほぼ元に戻った 4 月の末、齋藤明子が「学習者が震災にどう対処したか記録

に残しておくべきでないか。」と提案した。そこからこのプロジェクトがスタートした。 
  アンケートは普通の日本語で書かれており、学習者大多数は独力では理解できないので

担当ボランティアの助けが必要だった。41 名の回答者同様にその担当ボランティアにも厚く

御礼申し上げる。アンケートに答えてくれた上に、インタビューに応じてくれた方が 5 名い

る。イリーナ・リアプノーヴァさん、パルワシャ･デュラニさん、リョウデイリンさん、チワ

リ･トゥラ･ラムさん、タニザワ･マリア･カルミナさんありがとうございます。インタビュー

は第 2 部として後半に載せてあります。どれも心を打たれる内容です。 
  災害時の行動は平常時の行動の延長だと言われる。日本語教室ボランティアから情報を

得た学習者は 4 名だが、ボランティアと学習者の関係を考えさせられる数字である。いずれ

にせよこのアンケートとインタビューが学習者とボランティアの関係をよりよくする一助に

なってもらいたい。 
 
              2011 年 8 月 
      浦安市国際交流協会 
                日本語学習支援グループ リーダー 藤原豊太郎 
                アンケート、インタビュー編集長  齋藤明子 
 
 
 
第 1 部 アンケート 
 
A. 回答者 41 名のプロフィール 
１．性別     女性 32 人 (平均 32 歳) 

          男性  9 人 (平均 22 歳) 

          合計 41 人  (平均 30 歳) 

２．出身国     
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      22 カ国（ 中国 7 人 ベトナム 5 人 ロシア 3 人、フィリッピン 3 人 以下 2 名以下） 

 

3．住居 

         集合住宅        37 

         戸建            1 

          不明              3 

          合計              41 

 

4．居住形態 

     （１）独り住まい    5 人 

     （２）外国人のみの家族       11   (内夫婦のみ 4 人) 

     （３）配偶者が日本人の家族        15  （内夫婦のみ 7 人） 

      （４）友人と同居                  7 

      （５）その他                         3             

            合計                   41 

     その他は外国人親族との同居で、外国人だけでの居住者は 26 名で全体の 63％。 

 

５．震災時(3 月 11 日 14:26)の居場所 

  自宅   13 

  外出中   9 

  職場   12 

  移動中(駅、車中)       4 

  国外                 3 

 
 
B.災害時の行動と情報入手、地震の被害 
１．3 月 11 日災害時の行動 
  何とか自宅に戻った   17 人 
  親戚、友人宅に避難    4 
  避難所泊まり    1 
  会社泊まり     1 
  車内泊     1 
   
  子供の迎、子供と公園に   4 
  後日ホテルに避難    1 
    後日海外避難    4 
２．情報の入手先 
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             情報の種類 

       

    

 情報源 

当日起こっ

たことを何

から知りま

したか 

地震・津波

に関する情

報 

ライフライ

ン(電気、上

下水道、ガ

ス)に関する

情報 

原発事故に関

する情報 

日本人 2 3 6 6 
家族 

外国人 7 5 4 5 

日本人の友人 3 3 4 0 

外国人の友人 6 2 2 2 

隣人 3 4 7 0 
家族外 

職場 8 4 5 3 

日本語ボランティア 0 4 2 2 

自国の大使館 0 0 0 2 

日語 TV 23 21 7 30 

外語 TV 4 6 0 5 メディア 

インターネット 5 10 4 12 

浦安市の HP 0 1 1 1 

浦安市防災無線 0 3 4 0 

情報なし 0 1 4 1 

 
３．原発事故の放射線関連情報 
 質問 はい いいえ 不明 
大使館から避難勧告がありましたか 5 32 4 
野菜や、牛乳の一部が放射能に汚染されたことを知っていましたか 33 6 2 
一時千葉県の水道水も放射能に汚染されたことを知っていましたか 35 6 4 
(避難勧告あった国：アメリカ、イギリス、ハンガリー、ベラルーシ) 
 
４．地震による被害 
   食器、家具等の損壊   ７ 

   断水          15 

    下水使用不可      15 

   ガス使用不可    13 

    停電    16 

 

 

C. 今回の災害で思った事、感じたこと 
１．怖かったこと、困ったこと、嫌だったこと 
 ・地震の恐怖      15 
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 ・上下水道が使えなくて困った     9 

 ・放射能の恐怖       7 

 ・水、食料がなかった      5 

 ・子供が心配       4 

 ・日本がどうなってしまうのか心配     2 

 ・防災無線が理解できなかった     2 

 ・津波の恐怖       2 

 ・怖くて眠れなかった      1 

 ・TV を見るが、全部は理解できないので余計不安になった  1 

 ・家族を安心させるために帰国したが、それで仕事を失った  1 

 ・道路が凸凹で危険      1 

 ・ペットが心配       1 

 

２．助かったこと、良かったこと、嬉しかったこと 
 ・隣人が声をかけてくれ、助けてくれた     7 

 ・友人、ボランティアからの情報     5 

 ・市からの給水       3 

 ・主人と一緒で心強かった       2 

 ・会社の対応が早かった      1 

 ･市民が協力して災害を乗り越える姿     1 

 ・被害は受けたが福島の人たちよりは良かった    1 

 ・日本人が辛抱強く助けてくれた     1 

 ･家族全員が無事だった      1 

 ・小学校での食べ物、飲み物の配布     1 

 ･帰宅途中、商店での食べ物の無料配布    1 

 

３．こんな助けがあればいいなと思ったこと 

 ・地震の避難訓練       3 

 ･水がすぐ欲しかった      2 

 ･防災無線の多言語化      2 

 ・ライフライン インフォメーション     1 

 ・給水車から自宅までの水の運搬支援    1 

 ・国際センター、パソコンセンター、図書館の災害時開設   1 

 ・放射能に関する正確な情報と対策     1 

 ・被災地(浦安)でも普通の生活もあるのだと言う報道。国の家族が安心する  1 

  

４．今一番気になることは？ 

 ･原発事故と放射能災害     21 
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 ･大地震の再来      10 

 ･子供の健康       3 

 ・ライフライン(電気、水、トイレ、ガス)     3 

 

５．震災後の対策はどんなことをしていますか 

 ･水の備蓄       9 

 ･懐中電灯       5 

 ･防災袋        4 

 ･食糧備蓄       2 

   ・貴重品袋       2 

 ･テレビを買った       1 

 ･日本語をもっと勉強する、特に漢字     1 

 ･家具転倒防止       1 

 ・机と冷蔵庫の側に寝る      1 

  

 

 

第 2 部 インタビュー 

 

インタビュー 1 

イリーナ リアプノーヴァさん （月午前教室） 
２７歳、ベラルーシ出身、明海でマンション住まい、家族は夫と子供１人 

 
１４時４６分地震発生時、家族とおすし屋さんにいました。その後、海園の街の公園に避難し

ました。以前から、災害時の避難場所だと知っていたからです。 
友達の３家族も避難してきていたので、一緒に公園の小屋に夕方７時過ぎまでいました。 
友達が、津波が来るので家の中に居たほうがいいと言うので、家に帰りました。 
その夜は、３家族（外国人）と一緒にいました。 

 
夕食は普段通りに食べ、夜も眠れました。（友達は眠られなかったと言っていました。） 

子供は赤ちゃんなので、特に変わったところはありませんでした。 
日本語のＴＶニュースは見ませんでした。翌日から地震、ライフライン、計画停電などの情報は、

日本人の友人から教えてもらいました。飲み物は保存していましたが、トイレは川の水を汲んで

きました。 
原発事故については、外国人（ロシア人）の友人から教えてもらいました。 
大使館から避難するよう勧告がでたので、３月１７日、マカオに行きました。 



29 
 

 
５月９日、主人の仕事が始まるので、日本に戻りました。 

日本の状況は、友人や主人から聞きました。 
放射能汚染の野菜や牛乳を飲んではいけないこと、赤ちゃんに水道水を飲ませてはいけないこと

も聞きました。 
震災後の対策としては、水をたくさん買いました。放射線災害は少し心配ですが、特に対策はし

ていません。 
地震も放射線も怖くて嫌いですが、日本を出たいとは思いません。 

以上 
 

インタビューア：守田章子ボラ 
まとめ：田中智恵子ボラ 

 
インタビュー ２ 

震災インタビュー                  平成 23 年 7 月 28 日 
パルワシャ・デュラニさん  パキスタン 震災当時日の出のマンション住まい 
              家族はご主人（パキスタン）10 歳の息子（日の出小） 
              （長女と次女はパキスタンの寄宿学校で生活） 
 
地震発生時、パルワシャさんは一人で自宅、マンションの 10 階の台所で家事をしていました。

地震が起きて、彼女はスリッパのまま玄関の鍵も掛けずに飛び出したそうです。エレベーターは

怖いし動いていないと判断し、建物の外側の非常階段で下に降りました。階段が揺れて手すりに

つかまらないと降りられなかったそうです。近所の建物もゆらゆら揺れているのが見えました。 
 
下に降りてみると誰も外に出ている人がいないので驚いて、日本人はどこにいるのだろうと思

ったそうです。後で近所の人にそのことを尋ねたら、家の中にいる方が安全だと言われました。

揺れがおさまったのでまた階段で 10 階の家まで帰りました。服を着替えて、貴重品、財布、携

帯電話とコーランをバッグに入れて、ジャケットを着て、今度は靴をはいて玄関にカギをかけて

また下へ降りました。 
怖くて家の中にはいられなかったそうです。彼女の国のパキスタンでも地震は起きますが、大き

い地震があると必ず建物が倒壊して沢山の人が亡くなります。ですからどうしても家の中にいる

ことはできませんでした。 
 

外へ出ると女の人が沢山同じ方向へ歩いていくので、どこへ行くのか尋ねると「学校へ子供を

迎えに行く」、と言うので彼女も一緒に日の出小学校へ行きました。途中大きな余震がきて、みん

なその場にしゃがみこんだそうです。彼女は怖くて震えて泣いてしまったそうです。側にいた女

性がそんな彼女に気がついて「大丈夫だから」と抱きしめてくれました。学校に着いて息子の S
君と会った時いつも元気でやんちゃな S 君もお母さんの顔を見て泣きだしたそうです。 



30 
 

 
だんだん暗くなって寒くなってきましたが、家に帰ることもできず二人で新浦安あたりをうろ

うろしていました。お母さんより日本語が上手になっている S 君が交番に行って「今夜行くとこ

ろがない」と言ったら避難所を教えてくれました。寒くて S 君に自分のジャケットを着せて歩い

ていたら、避難所の近くで一人の女の人が自分の子供の服や靴下、靴などを持ってきてくれたそ

うです。全く知らない人で名前も教えてくれませんでした。今でもその人のことは分からないそ

うですが、とてもうれしかったし感謝しているそうです。 
 
避難所ではマットレスと毛布、お茶とビスケットをもらいました。教室のテレビで初めて地震

の詳しい情報を見ることができました。夜は余震が何回もあって眠ることはできませんでした。 
夜中近くにやっとご主人と携帯電話が繋がりました。その日ご主人は仕事場の成田空港に行って

いて成田を車で出たのが夜の８時半ころ、浦安に着いたのは翌日の朝の１０時半頃でした。パル

ワシャさんと S 君が避難所で無事だとわかってご主人は安心したそうです。 
それから彼女は国の両親や海外にいる兄弟に電話をしました。皆ニュースで地震のことを知って

いたので彼女と連絡がついて喜んでいました。ご両親はすぐ帰ってくるようにと言いました。兄

弟は高層の建物が一つも倒れたり崩れたりしていないと言うと「信じられない！」と、とても驚

いていたそうです。 
 

翌朝、もう大丈夫、と言われて家に帰りました。ご主人が無事家に帰ってきた時本当に嬉しか

ったそうです。家の中の倒れて落ちたテレビや割れた食器などを片付けました。都内に住む友人

が次々と自分の家に来るようにと電話をくれました。１週間くらい友人の家を転々として、最後

に浦安のオリエンタルホテルに泊り家の様子を確かめてから家に戻りました。 
 

日の出地区はしばらくの間、電気は使えましたが上下水道、ガスが使えませんでした。同じマ

ンションの人たちが給水車のことや簡易トイレのことなどを教えてくれたので困ることはありま

せんでした。ご主人の仕事の関係で日本を出ることは考えませんでした。今回の地震で日本人の

忍耐強さ、穏やかさ、優しさに心を打たれたそうです。以前よりもっと日本が好きになったと彼

女は言っています。 
 
                 インタビュー担当 斎藤明子 
 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
パルワシャさんはまだ日本語が片言で大部分は英語でした。パルワシャさんを担当しているボラ

ンティアの斎藤がインタビューを担当し聞き書きのような形で文章にしました。 
 

 

インタビュー ３ 
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チワリ･トゥーラ・ラムさん(ネパール出身)の話を米田喬が聞き書きした。 

 

ラムさんの震災体験記(米田の聞き書き) 

 

2011 年 3月 11 日(金)午後 2時 46分、ラムさんは、浦安市内にある勤務先のレストランで働 

いていた。客が 3人、食事をしていた。突然、激しい揺れに冷蔵庫が倒れるのではないかと思っ

た。天井の釣り照明が揺れ、その一つが落ちた。棚の上からワインが落ち、幾つかのグラスが床

に落ち、壌れた。客がテーブルの下へ入れと言ったが、近くに入るべきテーブルは無かった。照

明が消えなかったのは、幸いであった。揺れが静まった。客のレジを済ませ。床に落ちたものの

掃除をした。何をするでもなく、店の中をうろつき、建物の外に出てみた。建物の周囲は液状化

が激しく、地面からは泥水が吹き出ていた。地面の沈下、地割れ等、初めて見る大地震の後の惨

状に日を奪われた。店に戻った。東京の本店に電話しても通じなかった。3 時間後、本店の社長

からの電話が通じた。店の整理が付いたら、閉店して帰宅しろとの指示があった。建物の管理人

からも建物全体を閉鎖するとの連絡があった。午後 6時頃、家に帰った。12 階建てマンションの

12 階であった。家は、社宅であり、食事は常に職場のレストランで取っていたので、食料や食器

や調理道具は全く無かった。家具も無く、テレビがあるだけであった。電気、ガスは使えたが、

水が出なかった。同室の同僚達は、置いてあったビールを飲み始めたが、ラムさんは酒を飲まな

いので、そのまま寝てしまった。 

 

翌朝、起きた後、いつものようにシャワーをしようとしたが、断水のためできなかった。食べ 

物は無かった。外を歩き、様子を見ると、家の近くの道路に破断した水道管からの水が噴出して 

いた。家には水を運ぶべき容器が無かったので、ゴミ袋を持ってきて、路上の水をその袋に入れ、 

12 階の部屋まで階段を使って運び、風呂のバスタブに入れた。その水を沸かして、飲料水にした。 

スーパーの 0Kストアに行った。人がたくさん来ていて、1時間ほど並んで、ようやく店内に入 

ったが、食料品がほとんど無く、残っているものもその中身が分からず、何も買わなかった。宗 

教上の都合で、食べてはいけないものがあり、中身の分からないものは、怖くて手が出なかった。 

その日、食べる物は何も手に入れることができなかった。トイレは、職場の建物の中にあるもの 

を使ったが、それも３日日に閉鎖されてしまい、その後は、ホテルのトイレを利用していた。故 

郷の同じ村の友人から、公衆電話からの国際電話が無料で使えること一を聞き出し、駅前広場に

あ 

る公衆電話からネパールの実家に掛けてみると通じた。長電話をし、安否を伝えることができた。 

さらに英国にいる妹の所にも国際電話をした。とても助かった。 

 

3 月 13 日(日)、社長と電話で話をし、レストランの食料を使ってもよいとの許可が出たので、 

レストランの冷蔵庫から食料を持ち出した。 

テレビを見ることはできた。話を聞き敢ることが難しかったが、画像から状況の把握はできた。 

普段は、図書館や国際センターで英字新聞を見たり、マーレのパソコンセンターでインターネッ 

トを利用してニュースを見ていたが、全て閉鎖され、非常に困った。防災無線は、全く聞き取る 
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ことができなかった。原発事故が起こっていることは、分かったが、詳細は何も分からなかった。 

食料がない、水がない、電気が切れるなどは、ネパールではよくあることなので、特別な不安は 

感じなかったが、原発事故は、放射線のことが分からず、非常に不安を感じた。 

 

3 月 15 日(火)、日本語教室の先生から電話があった。国際センターが閉鎖されているので、 

UIEA 事務所で会うことにして、友人の一人と一緒に行った。そこで地震のこと、原発事故のこ 

と、浦安市の様子を教えて貰うことができた。原発事故は、深刻であるが、浦安市は安全であり、 

帰国の必要のないことが理解でき、安心することができた。 

浦安では全世帯に防災袋が配布されているとのことだが、それはなかった。あれぱ、とても助 

かったと思う。どうして貰えなかったのか分らない。    (完) 

 

 

インタビュー ４ 

３月１１日の地震体験               リュウ デイリン 
 
 海外でそんなに大きい地震を体験するとは本当に思わなかったです。３月１１日金曜日 
午後２時４６分、私は西友のバイト先に行く途中でした。社員の入口に着くと、普段真面目な仕

事をしている社員たちの姿が見えなかったです。代りに入口の周りに集まって、大騒ぎをしてい

る女性達は「大きい、大きい」と言い続けていました。そして警備員が警備室から飛んできて、

目の前に立って、「入るな、地震だ」と叫んでいました。自分はそんな時、地震が起きたことに気

がつきました。道を見て、運転している車が急に止まって、人々は車から飛び出しました。歩行

者達は歩けなかったから道の両側で腰を下ろしていました。 
 

空を見て、電線がとても揺れて、木と建物も大きい音を出して、揺れていました。私は怖くて、

誰とも言さなかったけれども、携帯を握って、何回も主人に電話をしました。頭の中で考えたこ

とは、主人がそばにいないから、私は海外で一人ぽっちになったら、どうしようと思うことしか

できなかったから、落ち着けなくて、あっちこっち歩きました。どのくらい時間がかかったかも

分からなかった。    
やっと地震が止まりました。急いで２階の更衣室に入ると、レジの仲間たちがいました。お互

いに抱きしめて、話して、そしてちょっと落ち着きました。すぐ１階のレジに行って、お買いも

のをし続けていたお客様がまだいました。半分のレジの社員たちは落ちた商品を片付けて、半分

の社員はレジをしました。私も一緒に割れた油のビンを片付け始めたけれど、余震が何回も起き

て、私たちも何回も入口に避難しました。 
  

４時半になって、全員が家に帰れると言う指示を知りました。レジの同僚の２人は家に帰りた

くなかったから、西友から一番近い私の家に来て、ニュースを見て、皆の主人を待っていました。

皆の主人は電車が止まっているので歩いて浦安に戻るのに時間がかかるし、自分の家で待つのが

怖いから、皆と一緒にいた方が安心しました。３時間の後、やっと同僚のご主人達は浦安に着い
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て、皆は自分の家に帰りました。３時間の間、３人はニュースを見ながら、台湾人の私と韓国人

の李さんはインターネットで海外の家族と連絡しました。 
 
海外の友達と家族と親せきはニュースを見て、とても心配しました。私のお母さんは私の声を

聞いた時、ほっとして、泣きました。同僚が帰ってから、私はずっとインターネットとニュース

を見ながら、避難用品を準備しました。お母さんの言う通りパンと缶詰と水とクッキーとチョコ

レートをコンビニで買ってきて、リュックの中に入れて、毛布と靴下も入れました。通帳と印鑑

とパスポートと結婚證明証など大事な物も用意しました。蝋燭と浦安市から避難箱もちゃんと入

口の横に置きました。 
  

１０時半頃、やっと主人は家に帰りました。とても安心しました。その一日はとても長かった

です。主人と会った時、何故会社を早く営業中止して、皆は家に戻って、家族の安否を見守らな

ければいけないと文句をたくさん言いました。私は一人で家で待つことはとても不安でした。で

も、最後に主人と一緒に会って、とても良かったです。 
  

主人と一緒にニュースを見て、東北の被災者は津波のせいで、家と車を流されて、家族を見つ

けられない悲しみも感じました。これから私たちが安全な生活に戻れるかどうか不安がいっぱい

出て来ました。その夜、余震の警報が携帯で８回以上も来て、全然寝られなかったです。次の日

主人と離れて仕事をしに行きたくなかったけれど、現実は出来なかったので、毎日心配しながら、

頑張っています。 
 
 
リュウ デイリン さん 
台湾  ３２歳   
北栄２丁目 
ご主人は日本人 
台湾に移られて日本語教室は退会とのこと 
リュウさんの自筆の作文を原文のまま斎藤が入力しました。 
 

インタビュー ５ 

 

谷沢 マリア カルミナさん（女性）  ブラジル出身  堀江在住 
 
地震が起きた時、どこにいましたか？ 
   新木場の会社にいました。 
会社の上司はその時、どのように言いましたか？ 
   チーフが、危ないから外に出なさいと言いました。 
   地震が終わるまで外にいて、地震が終わってから現場に戻りました。 
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   でも、今度は津波が来るかもしれないから、３階に行きなさいと言われました。 
それからどうしたんですか？ 
   ３階にずっといて、６時頃になって家に帰りたいとチーフに言いました。 
   子供が保育園にいて、とても心配だったんです。 
   夫の携帯電話も繋がりませんでした。 
チーフは何と言いましたか？ 
   まだ津波が来るかもしれない、危ないから帰らないほうがいいと言いました。 
   でも、子供が心配だったので、帰りたいと頼みました。 
   他の人は、９時頃まで会社にいたみたいです。 
どのようにして帰ったのですか？ 
   会社の近くのバス停で新木場駅に行くバスを待ちました。 

５分くらい待ちました。 
   その時、車が来て、男の人が、「今日はバスは来ません」「どこへ行きますか？」 

と聞きました。 
   私は、「新木場駅へ行きます」と答えました。 
   その人は、「どこに住んでいるのですか？」「どこの国の人ですか？」 

「地震は初めてですか？」「怖くないですか？」など私に聞きました。 
そして、「車に乗って下さい」と言いました。 

車に乗せてもらったのですか？ 
はい。 

   知らない人だから最初は少し心配でした。 
   でも、話したら優しい人だったので、乗せてもらいました。 
   横浜の人で、仕事でそこにいたみたいです。 
   その人は、「浦安まで行きましょう」と言ってくれました。 

でも、浦安までは遠いので、新木場駅まで乗せてもらいました。 
駅に着いた後はどうしたのですか？ 
   交番に行って、「タクシーの電話番号を教えて下さい」と言ったら、代わりに 
   タクシーの会社に電話をかけてくれました。 
   少し待ったらタクシーが来ました。 
 

タクシーがすぐに来てよかったですね。 
   はい。 
   さっき浦安まで行ったタクシーでした。 

１時間かかったみたいです。 
カルミナさんは、何時間かかったんですか？ 
   だいたいそれくらいで、８時頃家に着きました。 
お子さんは大丈夫でしたか？ 
   はい。もう家にいました。 
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   夫が保育園に迎えに行ってくれたのです。 
それはよかったですね。ご主人は何時頃家に着いたんでしょう？ 
   ４時頃家に着いたみたいです。 
   車に乗っている時に地震があったと言っていました。 

  家族の顔を見て安心しました。 
  家に着くまでの話をしたら、夫はとてもびっくりしていました。 
  私はラッキーだったと言われました。 私もそう思います。 

家の中は大丈夫でしたか？ 
   はい。 
   家の中や周りも大丈夫でした。 
   水は少しの間使えませんでした。 
ブラジルの家族は心配したんじゃないでしょうか？ 
   はい、とても心配しました。 
   でも、「私たちは大丈夫。心配しないで」と言っています。   
 
             ２０１１年８月２５日   インタビュアー 山口裕紀子 
 
   注）本人の言葉を基に、必要に応じて聞き手が適宜文法面での補足・修正を加え 

文書にまとめました。   
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付録２：姉妹都市オーランド派遣者名簿 
 
 1989 年（平成元年）10 月にオーランド市議会で姉妹都市提携が締結されてから現在まで

の 23 年間に数多くの人が同市へ公的に派遣されたが、その中でも公募し、あるいは、ある

資格を得た人の中から広く選抜した派遣事業、かつ毎年継続されてきた事業は、「友好の翼事

業」、「マラソンランナー派遣事業」、「青少年海外派遣事業」の３事業だけである。過去 23
年間の３事業派遣者のうち、判明する限りの派遣者名簿を次に掲げる。 
 
友好の翼参加者 
第１回 （1991 年 11 月） 

沖山 珠緒 沖山 志保 杉本 誠三 杉本 増子 岩本 正男 岩本 羊子 
小林 勝利 小林 由美子 板倉 義則 板倉 美知子 鈴木 定雄 鈴木 晴子 
四ツ井 良雄 四ツ井つや子 宮内 安子 辻畑 泰子 加藤 純子 飯野 みえ子 
杉本 芳男 高橋 志央里 大塚 信幸 嶋田 敏郎 野口 祐弘 関本 百子 
窪添 久美子 穂谷 一郎 池田 浩子 井上 賢治 井上 清子 佐藤 祐弘 
佐藤 きよ子 幸島 伝 幸島 暁子 濱田 隆代 池  俊明 池  春江 
濱野 久雄 徳田 八郎衛 横山 千春 板橋純一郎 溝上澄人  
 第７回 （1997 年９月） 
吉川 祥子 佐伯 靖子 植村 清美 伊藤 友恵 中尾 順子 中尾 茜 
末富 活美 森本 真理子 井上 実 井上 すみ子 横田 静子 横田 まどか 
島谷 喜冶 島谷 洋子 加藤 智恵子 須田 美恵子 五十嵐 正行 五十嵐 恵子 
寺田 栄次 広原 輝男 和田 義夫 木村 美恵子 飯村 智津子 野口 久美子 
佐竹 千草 谷川 清子 高橋 君江 宮内 弘子 神  敏子 佐藤 睦子 
杉田 幸子 鈴掛 詠子 中島 順子 小嶋 婦美江 龍野 真知子 越海 加代子 
佐藤 昌利 徳田 八郎衛 佐藤 綾 村田 千端子 辻村 聖子  
 第８回  （1998 年９月） 
程塚 大歌 遠藤 史哉 後藤 隆 湯浅 昌弘 湯浅 鈴子 諸石 敏子 
秋本 玲子 瀬川 宏子 伊場 雅子 高山 典子 渡部 栄子 荒巻 よし子 
荒巻 達也 峰重 房夫 柳田 雅子 新田 浩章 鶴巻 節子 宇都木 千春 
望月 信寿 望月 光枝 伊藤 正利 伊藤 美和子 白岩 成子 菅原 英子 
新田 恒 桐村 絵理子 飯盛 千栄子 大塚 亮子 田中 みゆき 上垣 隆夫 
上垣 かよ 深澤 邦子 山田 千代子 吉田 雪子 宮崎 加奈子 小蔵 啓子 
山田 綾子 張  艶 小谷地あゆみ 吉原 久子 藤岡 順次 山口 とくえ 
今野 純江 河合 里香 新宅 秀樹    
 第９回  （2000 年２月） 
山根 涼香 眞野 美千代 小野 千恵子 宮本 昌子 坂倉 啓子 馬場 数江 
菅原 英子 新田 恒 大塚 康 大塚 律子 和田 祥子 和田 一恵 
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大渕 昇 大渕 智代 島田 孝子 大木 ミツル 鶴岡 修 鶴岡 宏子 
山口 清美 嶋田 桂子 白岩 敏昌 白岩 成子 池田 冶郷 菊中 將雄 
菊中 明代 岡野 功 岡野 悦子 穂谷 一郎 吉野 輝信 中島 研郎 
渡邊 一男 小川 法章 杉田 幸子 長野 美津江 今居 美代子 佐藤 一枝 
倉屋 絹代 立花 佐知子 森  清一 森  ミチ子 木下 惠子 橋本 瞳 
松川 健二 小崎 盛男 小崎 栄美子 越  茂樹 築地 ふみ 中山 愛子 
藤木 忠 藤木 昭子 田口 久美子 田口 優希 小尾 幹男 小尾 邦子 
神代 さち子 岡田 桂子 秋山 瑞枝 澤永 有紀 星田 敬子 河端 孝治 
遠藤 史哉 佐山 實 佐山 栄子 加納 定子 栗原 アヤ 柏崎 華子 
海老 由佳子 平野 滋子 齊藤 玲子 伊藤 信子 原科 眞理子 岩下 哲典 
岩下 令子 内田 平輔 内田 美雪 京  ルリ子 今井 道子 小倉 朝 
河野 小百合 望月 信寿 望月 光枝 船津 朝子 柴谷 敏子 神谷 幸隆 
神谷 一隆 岩崎 恵子 大久保伊勢男 大谷 和正 大谷 容子 池田 秀子 
山上 晁子 大森 洋子 藤岡 順次 永末 美知子 宮澤 君子 山口 とくえ 
木川 佐江子 大野 佑子 新宅 秀樹  磯貝 佳孝   

第１０回（2001 年２月） 
市川 恵子 伊藤 滋 植村 美津枝 植村 清美 宇田川 宝子 江澤 明子 
大西 佳奈 梶原 冴子 川本 博 川本 邦子 税所 とみ子 税所 明子 
下田 正一郎 下田 鈴子 正田 貞雄 正田 順子 杉山 ミドリ 高階 妙子 
田口 洋子 塚本 容子 土橋 政敏 土橋 安子 豊原 鳩子 西脇 いね 
根川 一子 信木 廣子 福井 紀子 福上 初江 福田 直子 藤井 和恵 
船橋 孝一郎 船橋 富代 松倉 優子 松本 ひろみ 村瀬 登美江 吉澤 和子 
遊佐 美重子 渡辺 務 渡辺 愛子 渡辺 つばさ 舘  里枝 藤岡 順次 
泉澤 佐江子      

第１１回（2003 年２月） 
藤岡 順次 藤岡 久子 山路 晋 山路 キヨ 市川 恭子 槇 喜世子 
岡崎 正朗 岡崎 貴久子 宅美 その子 中川 典子 岡野 功 岡野 悦子 
田中 久子 町山 宣子 小中 玲子 小中 茉莉 京  奈都子 京  ルリ子 
馬場 政一 井上 道明 中村 真己子 杉山 澄江 山本 幸子 山本 優加 
小林 武子 中野 信子 細谷 貞子 大友 美知代 尾中 召子 佐々木 輝子 
久保田 町子 坂本 久美子 江上 玲子 村山 美穂 有賀 千鶴子 金子 陽子 
本間 美代子 重定 恒美 田中 元子 越  茂樹 板橋 純三郎  
 第１２回（2004 年２月） 
高浜 良弘 高浜 孝子 辻村 聖子 大塚 一夫 大塚 美智子 福富 美紀 
鈴木 順治 堀江 規子 長崎 康男 長崎 佳江 国仲 栄子 水野 勝弘 
水野 淑子 宇田川 吉重 宇田川 房代 菅野 宗仁 井上 武久 斉藤 寛 
斉藤 トキ子 川本 万里子 廣川 和夫 遠藤 幸枝 山田 紀子 京  和徳 
高橋 睦子 毛利 里美 竹中 睦祐 岡本 弘信 白岩 成子 小川 弘和 
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第 13 回（2005 年２月） 
根木 豊子 吉成 正豊 吉成 美恵子 松本 綾子 泰 美代 大場 久美子 
大場 由美子 伊藤 尚美 大塚 忠克 辻村 聖子 戸倉 恵美子 瀧本 きくの 
高梨 八重子 吉野 君枝 鞠子 二三枝 青木 千代子 大塚 満子 福田 禮子 
加納 定子 長谷山 とき 堀田 瑠美子 大塚 三枝子 佐久間須味代 滝本 かな子 
森田 容子 増田 登喜子 高梨 京子 西脇 マチ子 荒井 操江 桜井 ちか江 
内藤 佳郎 内藤 尚美 福富 美紀 米田 喬 熱田 正美 熱田 彩 
川原 麻美 木原 一成 岩佐 美智子 佐藤 昌利 徳田 八郎衛 小池 康裕 
第 14 回（2006 年２月） 

立山 豪 福富 美紀 長井 麻里子 斉藤 仁 斉藤 久美 卜部 素子 
江波戸 留美 本間 良平 本間 美津子 石橋 絵 田中 千恵子 川上 昭彦 
中武 香代 砂田 芳子 安藤 克子 大橋 英敏 辻村 聖子 重松 清弘 
佐藤 昌利 長崎 佳江 長崎 康男 後藤明子 郡 美由紀 高梨 桂一  
第 15 回（2008 年２月） 
大塚 三枝子 堀田 由紀子 田上 千代 澤田 茂 古瀬 義勝 古瀬 雪世 
内山 輝子 多田 直彦 多田 瑞枝 長谷川 幸子 宮本 槙子 團原 薫 
團原 静子 山下 身延 細谷 光子 高橋 共子 石橋 絵 宮川 香苗 
大橋 英敏 辻村 聖子 佐藤 昌利 長崎 康男 長坂 桂子 佐久間 利秋 

 第 16 回 (2009 年２月) 
加納 正明 加納 美椰子 椎名 光子 平野 英之 馬淵 野炎 椿  隆之 
椿  和子 山崎 辰雄 本田 沙織 内田 さやか 田中 稔也 福士 千賀子 
岩田 聡子 醍醐 佑季 徳田 保子 灘  明子 相馬 佳子 出口 俊一郎 
田中 智恵子 大橋 英敏 長崎 康男  辻村 聖子 佐藤 昌利 重松 清弘 
泉澤 浩一      

 第 17 回（2010 年２月） 
椎名 光子 植村 初枝 松崎 玲希 長谷川八重子 篠原 禎子 原田 光 
長尾 誠 長尾 砂智子 西川 晃司 西澤 芙紗子 浪花 千裕 越智 由美 
佐藤 知子 新井 敏男 新井 婦紗子 徳田 八郎衛 徳田 保子 松岡 陽子 
神谷 幸隆 山崎 辰雄 宮津 隆久 伊東 宏一 伊東 みつ 能登 洋子 
重松 清弘 佐久間 利秋 越野 有紀     
第 1８回 (2011 年 2 月) 
米倉 安雄 米倉 あけみ 安野 洋行 安野 麻理子 峯村 あい子 峰村 静子 

松本 幸恵 柳沢 愛子 辻村 直平 建部 圭子 辻村 聖子 西澤 芙紗子 
重松 清弘 椎名 光子 原田 光 氏次 裕司   

  
マラソンランナー オーランド派遣者（毎年 12 月、フロリダ・シトラスハーフマラソンへ派遣） 
派遣年  一般男子   一般女子  成年男子  成年女子 
1991 年 萩原 明博 松尾 五月 高橋 正明  山﨑 枝折 
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1992 年 吉原 弘高 松尾 五月 橋本 千代司 山﨑 枝折 
1993 年 金子 敏明 倉持 恵美子 酒井 徹 舟田 園子 
1994 年 古川 剛 長瀬 奈津子 清野 正則 渡辺 節子 
1995 年 中道 文夫 野田 和代 村岡 茂治 近藤 妙子 
1996 年 別途、スポーツ交流事業を実施 
1997 年 山本 明男 福田 久美子 関口 浩司 青山 弘子 
1998 年 井田 徹 一戸 照代 新納 秀朗 山口 千恵子 
1999 年 下田 輝夫 亀卦川 俊子 樋口 正一郎 石塚 美津子 
2000 年 柏岡 浅央 沢田 幸子 斎藤 扶知雄 松井 恭子 
2001 年 9.11 米国中枢テロ事件により中止 
2002 年 風間 純一 長坂 寿美子 井上 直久 岡本 敏子 
2003 年 岡野 秀士 佐藤 由実子 郡 哲生 栗原 美恵子 
2004 年 内村 幸司 安田 郁 岡野 裕 石坂 典子 
2005 年 松下 正和 小山 裕美子 谷井 孝光 郡 美由紀 
2006 年 古島 憲吉 山田 恭子 垣本 耕一 八木 明子 
2007 年 材前 大樹 室井 佳重子 柳田 成幸 中野 尚子 
2008 年 同年２月の浦安大会が荒天中止のため選抜できず派遣中止 
2009 年 白坂 典義 穂刈 玲 山崎  崇 小森 里美 
2010 年 丸  寛史 西野 友美 筒井  豊 松崎 八寿良 
2011 年 吉田 喜昭 田中 百子 内田 祐弘 佐味 愛子 
浦安市青少年海外派遣 
 第１回派遣生（1990 年 12～3 月） 
勝山 眞奈美 中本 伸宏 上原 理左 須永 朋子 高橋 三礼 飛田 京子 
白水 まゆみ 大畑 真人 桑田 東 得能 美紀子 太田 裕実 吉沢 由江 
鈴木 舞 岡野 正史 河合 祐一郎    
 第２回派遣生（1991 年７～８月） 
米津 航 辻岡 かおり 川本 未央 杉山 典子 熊谷 玲子 清原 聖子 
須藤 絵里子 脇水 創 上平 真紀子 谷川 千尋 中島 さやか 佐藤 留美 
越川 直美 小森 昭宏 田中 裕子 春井 雄介 片柳 友志 八木 桂子 
松田 知美 見良津 郁     
 第３回派遣生（1992 年７～8 月） 
宮原 明史 倉本 知子 渡辺 良恵 高橋 一恵 望月 雄一郎 安藤 拓哉 
津矢田 絢子 松尾 拓道 大武 洋子 中西 量子   
 第４回派遣生（1993 年７～8 月）  
池端 美砂 宮腰 智生也 橋詰 亜紀子 粳賀 由美子 中間 美絵 松尾 良平 
柴田 和則 高橋 秀暢 倉岡 麻美子 木下 静 伊倉 亜美 並木 麗子 
 第５回派遣生（1994 年７～8 月）  
佐藤 隆博 州崎 二郎 松田 曜子 荒井 比紗子 澤村 由紀 山口 修礼 
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水上 佳子 垣屋 美智子 木下 梨恵 水澤 貴人 岩佐 愛子 赤羽 野枝子 
 第６回派遣生（1995 年７～8 月）  
村田 祐介 名和 亜希子 藤木 優子 若井 悠樹 堀口 朋子 藤川 ゆり 
榊原 由美 信田 悠介 臼井 友香 阿津坂 伴 春井 真也 塩谷 咲子 
田中 理恵 田中 絢子 佐藤 央留美    
 第７回派遣生（1996 年７～8 月）  
安藤 哲也 後藤 はるか 森  俊之 高木 文 中村 志保 竹内 博子 
金澤 成助 村田 賢一郎 数野 クミ 橋爪 妙子 村上 瑠美子 遠藤 亜希子 
 第８回派遣生（1997 年７～8 月）  
宮野 孝秀 原科 義弘 渡辺 真帆 角山 友紀 嶋本 佳奈子 中山 千恵 
井上 眞弓 加來 信弥 澤村 真琴 桜畑 友紀 村田 壮平 大塚 智子 
 第９回派遣生（1998 年７～8 月）  
佐野 良 前田 真吾 辻本 希世 木須 沙織 野村 育 森島 奈月 
吉田 将 松澤 愛美 芝崎 直子 澤田 亜理沙 新美 健太郎 樋口 美紀 
 第１０回派遣生(1999 年７～8 月）  
斉藤 海 進藤 美菜子 鈴木 拓野 坪田 絵莉香 坂井 瑛美 大友 陽介 
坂下 翔悟 白熊 章彦 小柳 愛 樋口 はる香 小田 紫英美 芝田 裕子 
 第１１回派遣生（2000 年７～8 月）  
村田 裕樹 光村 龍哉 鈴木 彩夏 一木 有美奈 小辻 摩記 頃安 英毅 
田村 翔 小泉 麻衣 渡辺 美咲 根川 亜弥 石原 夏海 楠  千愛 
 第１２回派遣生(2001 年８月) 
山本 泰毅 正代 真二 木村 寛美 瀬谷 恵 上野 麻未 奥田 麻紀 
尾頭 祐平 松岡 光幸 山岸 沙代 吉田 佳奈 黒沼 晴子 高田 みどり 
 第１３回派遣生（2002 年８月） 
降旗 裕博 小辻 佑佳 黒田 絵莉子 土屋 あすみ 涌本 博章 堀  哲朗 
西村 美里 川村 槙子 東郷 朋子 安島 歌織 今井 春衣 築地 水瀬 
第１４回派遣生（2004 年８月）  

太田 絢子 多田 美帆 吉田 結波 和田 泰知 三井 望 瀧井 麻衣 
築地 海露穂 内田 恭平 石川 亜友美 越智 温子 大島 津佳 橋本 歩 
市川 由希 高橋 実希     
第 15 回派遣生（2005 年８月） 

宇田川 恭子 高木 菜津紀 高階 瑞己 井上 未来 関岡 麗香 平井 遼典 
土田 健登 中村 悦子 野口 真里奈 竹井 悠人 山口 朱郁 本田 彩夏 
堀  翔一 内田 奈央     

第 16 回派遣生（2007 年３月）  
浅田 晶子 植村 賢子 大本 佳奈 横山 祐樹 森田 早貴 木村 芽以子 
家島 朋也 山根 千紗登 松橋 綾子 浅野 真由 直井 慧 大熊 千晶 
前田 萌衣子 宮本 千彰     
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第 17 回派遣生 （2008 年３月） 
矢部 衣里子 大久保 佳織 泉澤 美希 三井 麻弥 北嶋 美渚 宮国 翔太 
長谷 有美 鈴木 希 須賀 大樹 星野 友紀 竹田 晴納 鈴木 小百合 
瀬本 麻美 新井 美結     
第 18 回派遣生（2009 年３月） 

上野 未帆 庭野 李奈 関根 希海 田村 舞衣 越智 瑞貴 金林 寛人 
宮国 青海 香川 怜音 渡部 夕花 金高 舞 佐々木 夏海 秋本 唯夏 
板垣 悠太 天川谷 優佳 河上 朋未    
第 19 回派遣生（2010 年３月） 
土肥 杏香 渡邉 さくら 城寶 薫 堀川 大輔 大久保 暢博 山上 千里 
赤坂 美里 末藤 雅子 荒井 友里 木村 圭佑 野村 実生 高瀬 恭子 
山本 夏生 岩波 友香 深津 美和    
第 20 回派遣生（2011 年３月の予定を震災被害のため 2012 年３月に実施） 
藤田 絵里花 北山 未来 赤坂 菜乃 新井田 光里 長谷 祐 須藤 やや 
成清 結花 高木 涼葉 宮下 真帆 廣田 昌史 橋本 茜 椿野 祥子 
石川 空      
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付録３：ブータン高校生へのアンケート 
 
はじめに 
 海外からの学生・生徒のホームステイは１泊２日で受け入れることが多く、感想文を依頼し、回収

できるのは、通常１ないし２名である。ところが 2010 年 12 月に受け入れたブータン高校生 9 名、

引率教師1名の一行の場合は、伊藤孝敏ホームステイ・ビジット委員長の熱意に応えるシェリング教

諭の積極的な協力もあって全員へのアンケートが可能となり、離日前に回答を回収することができた。

長い歴史を持つ当協会のホームステイ受け入れにおいても貴重な記録であるので、10 名の回答を全

文掲載する。アンケートも回答も英語で行われ、翻訳・通訳ボランティア委員が翻訳にあたった。 
 
アンケート内容とその回答（氏名・性別・ステイ先） 
Q1 日本でのホームステイで感じたことを自由に書いてください。 
Q2 ホームステイで、何が一番楽しかったですか。 
Q3 何か困ったことはありましたか。 
Q4 驚いたことはありましたか。 
Q5 心配したことはありましたか。 
Q6 もっと経験したいと思うことはありますか。 
Q7 日本のホストファミリーにメッセージをお願いします。 
 
1) Tendi Lhamo（女性、代表生徒、山田家） 
Q1  私がこれまで経験した中で、最も幸せな時間でした。私の両親に会ったような気がしました。

日本の人達は本当に温かくもてなしてくれて、誰にでも親切だと思いました。私たちのように、その

ような敬意に値しないものにも敬意を払ってくれました。すべてがきちんと準備・手配されて、とて

も清潔に維持されていて、本当に素晴らしいと思いました。 
Q2  とても嬉しかったのは、滞在期間中ずっとホストファーザーが美しい歌や音楽を聴かせてくれ

たことです。私の趣味なので、とても楽しみました。 
Q3  すべてがパーフェクトでした。何も悪いことはありませんでしたが、ただ一つ、私がホストフ

ァミリーに何一つ満足させてあげるようなことができないことが残念です。 
Q4  日本人が生の野菜を食べるのを見てとても不思議でした。私たちブータン人は決して食べない

からです。それから、日本人が 30 歳を過ぎてから結婚すると聞き、私たちはもっと若い歳で結婚す

るので、驚きました。 
Q5  心配したのは、私の滞在中彼らの文化や習慣にそぐわないことをしてしまったのではないかと

いうことです。もしそうであれば、私の親愛なるホストファミリーに申し訳ないです。 
Q6  もっと日本の文化や言葉について学びたいです。 それから、日本の様々な食べ物にトライで

きると嬉しいです。ブータンの食べ物とは本当に違うので。 
Q7  日本人は、この神聖な地球に生まれてくるのにふさわしいと思います。なぜなら、自分がどう

いう存在であって、人間としてどうするべきかわかっているからです。なので、これからの人生もそ

のまま、その調子で進んでほしいと思います。あなたたちは私にとても親切にしてくれました。また
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近くに来て、Hi!と言える日が来ると思います。その時私たちは私たちの縁を感じることでしょう。

Hi! は言いやすいですが、グッドバイは難しいです。 
 
２）Phub Tshering（男性、引率教師、徳田家） 
Q1  今まで見たこともない新しいことをホストファミリーと経験できて、素晴らしい時間を過ごし

ました。 
Q2  ホストファミリーと、日本のライフスタイルについて話したことです。 
Q3  Ｎｏ！  
Q4  埋立地・高層ビル・そして人々が互いを尊重する様子 
Q5  心配なのは、私が彼らをハッピーにできなかったのではないかということ。 
Q6  日本の言語とライフスタイルを学びたい。 
Q7  とてもよくしてくれて、本当にありがとう。あなたの健康と幸せな人生をいつも神様に祈りま

す。世の中が平和であり、近い将来また会えますように。神の祝福を。 
 
3)  Tawpo（男性、宇佐見家） 
Q1  家に着いた時、ホストファミリーが私に本当の子供のように接してくれるので、ものすごくハ

ッピーで興奮しました。 
Q2  ホームステイの間、私はおしゃべりをとても楽しみました。あと、日本のアルファベットを教

えてもらって、日本の言語を楽しんで勉強しました。 
Q3  （無回答） 
Q4  彼らが私たちの文化やブータンの人々についてとても学びたがっていることに驚きました。 
Q5  彼らの土地が人工的であり（埋め立て地）、自然のものではないことが心配でした。もし地震が

起こったら、危険かもしれません。 
Q6  もっと日本の言葉や生活について学びたいです。 
Q7  ホストファミリーには幸せで素晴らしい人生を送ってもらいたいです。私を本当の息子のよう

に扱ってくれて、ありがとう。 
 
4) Rinzin Wanachuk（男性、上田家） 
Q1  私の人生でこれまで経験した中で、最も幸せなひと時でした。私に対して、本当の両親のよう

に接してくれたからです。 
Q2  日本の歴史と生活様式を学んだとき。 
Q3  Ｎｏ 
Q4  私の寝室に入った時、ベッドのアレンジの仕方が、ブータンのやり方と全く違っていました。 
Q5  彼らの家が建っているところは元々海であること。（が心配でした。） 
Q6  生活様式と言葉についてもっと学びたい。 
Q7  これからの人生を、幸せにそして平和に過ごしてください。あなたたちみんなにあえてとても

ラッキーです。 
 
5) Leki Tenzin（男性、眞鍋家） 
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Q1)  私を本当の息子のように扱ってくれたホストファミリーと一緒で、とても嬉しく大変楽しみま

した。 
Q2)  彼らは私の国についてたくさんの質問をしてきました。その質問に答えるのが、最も楽しかっ

たことです。 
Q3)  （困ったことは）ありません。 
Q4)  80歳くらいのとても歳をとったおばあさんが、元気に仕事をしているのを見て、とても驚きま

した。 
Q5)  （心配するようなことは）ありません。 
Q6)  日本の政治のシステムや文化・伝統についてもっと知りたいです。 
Q7)  私の親愛なるホストファミリー。あなたたちを両親として会うことができて、とても嬉しいで

す。あなた方の私への愛情は私の本当の両親のもののようでした。会えなくなって淋しいですが、神

様にあなた方、そして三人の兄弟に将来会えるよう祈ります。また会えることを願っています。 
 
6)Lungten（女性、村山家） 
Q1)  最初は私のホストファミリーを前にし、何か間違ったことをしてしまうのではないかと、遠慮

したり、少しこわかったりしました。でも一緒にいるうちにとても楽しくなり、家族の人達、特に二

人の子供たちと楽しく過ごしました。 
Q2)  二人の子供達と一緒に遊んだり、思っていることを話したりして、本当に楽しみました。 
Q3)  No 
Q4)  ホストファミリーが私たちの歴史を知りたがったことに驚きました。一番驚いたのは、小さな

赤ちゃんが私のことをとても好きになったことと、彼らが私を気にかけてくれたことです。 
Q5)  彼らの家が人工的で海の上にあることを心配しました。 
Q6)  もっと日本の文化や伝統、そして日本語について知りたいです。 
Q7)  ホストファミリーへのメッセージは、会えなくなって本当に心から淋しいということと、私の

親愛なる家族であるあなた方のことは決して忘れないよ、ということです。大好きです。会えなくな

って淋しいけど、連絡を取り合いましょう。 
 
7) Pema Choden（女性、江藤家） 
Q1)  初めはほとんど知らない家族と一緒に過ごすことがとてもこわかったですが、数時間一緒に過

すうちに、だんだん楽になり、そのあとは、彼らの家族の一員であるように感じました。 
Q2)  家族と話をしたり、私の国の話をしたり、彼らのお嬢さんと一緒にテレビゲームをしたりした

ことが一番楽しかったです。 
Q4)  日本人は少し気難しいのではないかと思っていましたが、一緒に過ごしてみて、日本人はとて

もフレンドリーで率直（フランク）であると知り、とても驚きました。 
Q5)  私は彼らの生活様式や家族に慣れることができるか、心配でした。 
Q6)  一泊しましたが、日本の生活様式があまりよくわかりませんでした。  もっと長く滞在して、

ライフスタイルや文化・伝統を知りたいです。 
Q7)  私のホストファミリーに対し、私をあなたの家族の一員のように扱ってくれたことを感謝した

いです。彼らと一晩一緒にいられて、私は世界で一番幸せな人間でした。会えなくなって淋しいです
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が、私の家族とそんなには離れていないのだと気づかせてくれてありがとうと言いたいです。大好き

です。ずっと連絡を取り合っていきましょう。 
 
8) Tashi Dorji（男性、三室家） 
Q1)  日本でのホームステイの間、子供達と楽しく過ごしていて、自分の国ブータンのことをすっか

り忘れていました。私のホストマザーが料理をしているのを見て、とても幸せな気分になりました。 

本当の息子のように食事をさせてくれた時には、心があたたまりました。 
Q2)  私の滞在中、子供達とカードやサッカーで遊んだことが楽しかったです。 
Q3)  ホストマザーから私たちの言語でいくつかの言葉を聞いた時に、詳しく説明できなかことです。 
Q4)  彼らが私の親友の兄弟であるNima Tsheringを知っていたのには驚きました。 
Q5)  私のホストファミリーが私のことを忘れてしまうのではないかと心配です。 
Q6)  日本の言葉や生活様式をもっと体験したいです。 
Q7)  川は枯渇するかもしれない。花は枯れるかもしれない。あなたは私を忘れるかもしれない。で

も、私は決して忘れない。だから、連絡を取り合ってきっといつかまた会うことを願います。ハッピ

ーでいてください。 
 
9) Kinzang Tshering（男性、鶴巻家） 
Q1)  私の前世での神のご加護により、私はこのような素晴らしい経験ができるこの時代に生まれて

とてもラッキーです。私の本当の両親や兄弟であったかのようなこの経験を忘れることはありません。

私は、大変幸せで誇りに思います。私の新しい家族に対して、優しい思いでいっぱいです。この貴重

な経験を私は決して忘れません。思い出よ、永遠に。 
Q2)  このホームステイの期間のすべてを楽しみました。ですが、特に楽しかったのは、東京シーラ

イフとナイトパーティに行ったことです。私のハンサムな二人の弟たちと遊んだことでますます面白

くなりました。 
Q3)  何も困ったことはありませんでした。家族からの素晴らしい協力がありました。私の親愛なる

ホストファミリーから去るのがとても残念でした。 
Q4)  驚いたことは何もありませんが、私が残していく家族への心からの感謝を述べるのと共に、あ

なたたちが私にしてくれたように、他の人達にもその同じ行為を広げていってくれるといいと思いま

す。 
Q5)  心配なことは何もありませんが、私の親愛なるお父さん、お母さん、そして二人のハンサムな

弟を残していくのがとても残念です。（またすぐ会えることを願っています。） 
Q6)  この短い期間に、私は日本の生活についてすっかり経験できた訳ではありません。また訪問す

る違う機会を持ちたいと思いますが、その時には私のホストファミリーが日本の暮らしについてもっ

と教えてくれることでしょう。 
Q7)  おぉ！私の親愛なるホストファミリーよ。現世において、来世では同じ家族に生まれるきっか

けを神は作りました。同じ平和と幸福を来世で経験するために。あなた方と過ごした時間を考えると、

白昼夢だったのかと思います。私はいつもあなたたちのことを考えます。特に私をマスター kinzang
と呼んだ弟のことを。去るのがとても残念です。最後に、また将来、或いは来世また会えるように、

祈りましょう。バイバイ。 
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10)  Chimmi Wangmo（女性、小林家） 
Q1)  日本でのホームステイの間、とても幸せでした。私の人生において、最も幸せな時の一つにな

ることと思います。あなた方と一晩一緒に過ごしたのは、私の本当の両親と過ごすのと同じようでし

た。私はあなた方の物事を管理するやり方や、人との接し方が本当に素晴らしく思いました。このよ

うな今まで経験したことのない機会を持てて、とてもラッキーです。もっとここで時を過ごしたいで

す。 
Q2)  一緒に話すこと、そしてお互いの考えを交換することを楽しみました。そしてまた美味しい夕

食や朝食をあなた方全員と食べ、いろいろなところを訪問したことを。 
Q3)  私を困らせるようなことは何もありませんでした。ほとんどすべてのことがいいことでした。 
Q4)  はい。あなた方は、アート作品を作る才能がありましたが、そのようなアート作品を私は初め

て見ました。いろいろな場所を訪ね、海を私の肉眼で見たのは、本当に驚きでした。 
Q5)  はい。私はどうやったら彼らの助けになるのか、そしてまた会うことができるのか心配です。

文化の違いの関係で何か悪いことをしてしまっていたら、ごめんなさい。 
Q6)  はい。私はもっとあなたの国の文化を学び、行ったことのない場所をもっと訪ねてみたいです。 
Q7)  私はあなた方のようなとてもナイスで気さくな家族といることができてとても嬉しかったです。

私の心の奥底から感謝しています。そしてあなた方の長寿とまた訪問できることを神様にいつもお祈

りします。私への配慮と愛情をどうもありがとう。私たちが一緒に過ごしたすべての時を懐かしく思

うでしょう。これからの道の一歩一歩が最良のものになりますように。変わらずにいてください。お

母さん、お父さん、そしてかわいい妹、まほ、みんな大好きです。連絡が途絶えないようにしましょ

う。 
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編集後記 
 
 創立 25 周年記念誌は、どのような内容にすべきであろうか。過去 20 年間の総会資料や協会ニュ

ースに基く詳細な「UIFA20年間の歩み」が５年前に刊行されているので、当初の予定では、これの

続きを記録すれば十分という構想の下、2,007年以降の5年間の活動記録に留める予定で始められた。

だが創立 25 周年記念式典会場を飾るため、ふんだんに写真を挿入した「浦安市国際交流協会の歩み

（1987～2011年）と題するパネルを制作したところ、これが意外に好評であった。そこで記述が中

心の「20年間の歩み」とは別に、これを画像で補完し、もっと読みやすくした「25年間の歩み」の

制作に向かうことになった。 
 
 フロッピーディスクのような記録媒体も、時代の流れとともに使用できなくなる。また、記録媒体

自体は使用可能でも、次々とPCの基本ソフトが更新されていくと、Word 98-2003文書がいつまで

手軽に読んでもらえるのか甚だ疑問である。ペーパーレス時代には逆行するが、これが「紙による

25周年誌」を敢えて刊行した理由である。 
 創立 25 年目に浦安を襲った東日本大震災・液状化被害は、付録１に「日本語支援教室学習者の記

録」として収録した。また２年後に迫った姉妹都市提携 25 周年記念事業に役立つよう、付録２に姉

妹都市オーランド派遣者名簿」を収録した。派遣者同士の再会や会合に手掛かりとなれば望外の喜び

である。だがワープロ専用機が活躍していた時期の友好の翼名簿収集には残念ながら限界があった。 
 
 ５年間、懸命に続けてきた南アジア高校生ホームステイ受け入れの記録は、付録３に「ブータン高

校生へのアンケート」として収録した。成人となってから彼らが来日・再会する機会は少ないが、2,006
年にJICA海外青年招へい事業で来日・ホームステイしたバングラディシュの若き内務官僚、カリー

ル・ラーマンさんが、４年後に米国・欧州留学の選択肢もあるのに日本を選んで六本木の政策大学院

へ入学し、浦安を再訪した事例もある。ブータン高校生に限らず、成長したゲストたちの再訪を期待

したいし、この記念誌が過去と現在を結ぶ、よすがとなれば幸いである。オーランドのDr.フィリッ

プス高校生は 30 名の大所帯なので集合写真は掲載していないが、姉妹都市交流に特化した記念誌で

の収録を期待したい。                 
    （編集委員 徳田八郎衛） 
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